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This paper is a proposal for modern cities; it attempts to design a city consisting of architecture 
which its scale is smaller than that of a city. This is a proposal on designing a market and a park. 
Planning a market, a program of which regionality is considered to appear strongly, enables small 
buildings to affect a city. Planning buildings from urban perspective is necessary for modern 
cities where there are various problems but city planning tends not to be carried out.
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１. はじめに
　都市という大きな存在に比べて小さな建築。その小
さな建築によって、周辺の環境・都市に対して変化を
もたらすことはできないだろうか。現代の日本の都市
は、資本主義の中で無個性な住宅やオフィスビルが建
ち並び多様性を失っている。また、都市計画があって
も経済的な理由から実行されないこともある。さらに
時間が経つにつれ計画時と乖離ができ、計画がうまく
機能していないこともある。こうした都市計画・都市
デザインに対して、ひとつの建築によって都市に変化
をもたらす。都市は様々な問題を抱えながら成長や衰
退を繰り返している。都市は１つの生命体のような存
在である。その都市の抱える問題に対して突発的に対
処したのでは都市は疲弊し、汎用なものになってしま
うだろう。都市に比べて小さな単位である建築によっ
て、その都市の持つ課題に対して、その都市の持続可
能性を考え多様性を維持しながら都市をデザインする
方法を探ることを目的とする。
２.Urban acupuncture
　都市デザインの手法として、urban acupuncture と
い う も の が あ る。urban acupuncture は「 都 市 鍼 術 」
と訳される。この urban acupuncture はブラジルの元
クリチバ市長であるジャイメ・レルネル氏が提案した
都市計画の手法である。レルネル氏は、都市を人体の
ように捉え、「問題がある場所を良くするために都市
計画的な一刺しをすることで、その問題を劇的に改善
させていく連鎖反応を起こすことが可能である。都市
を再生するためには、すなわち都市を構成する細胞を
活性化させるためには、鍼治療のような刺激を与える
ことが不可欠である。」と述べている。
　urban acupuncture とはアーバンデザインに東洋医
学の鍼治療の考え方を重ね合わせた都市計画手法の１
つである。現代の都市は様々な問題を抱えている。医
学が医者と患者の相互関係にあることと同じように、
都市を良くするためには都市計画と都市との相互関係
が必要である。都市的な視点から建築の計画をするこ
とで建築よりもはるかに大きな存在である都市に対し
て環境を変えるような作用を起こすことが可能であ
る。
　都市計画は１つのプロセスである。しかし、それが
どれだけ優れていようとそれによって即時的に変化を
起こすことはできない。都市の変化のほとんどは小さ
な変化から始まり、 その変化から連鎖するように広
がっていくのである。そのように連鎖反応を起こしな
がら広がっていくような計画が優れた都市の鍼治療で
ある。
・事例研究
　- アンドレ・シトロエン公園とラ・ヴィレット公園
　- 横浜大さん橋国際客船
３. 対象都市
　都市鍼術の具体的提案として千葉県船橋市を対象と
する。千葉県船橋市は千葉県北西部に位置し東京と県
庁所在地である千葉市とほぼ中間に位置する千葉県第
り、海老川による舟運も衰退したため、南北方向の人
の流れが貧弱なものになっている。
　 船 橋 市 の 一 人 あ た り の 都 市 公 園 面 積 は 3.17㎡ と
なっており、その数値は全国平均の 10㎡、千葉県の６．
５㎡に対して圧倒的に低い数字となっている。250㎡
ほどの大きさのものから 18.3ha の運動公園まで市内
には全部で 670 ヶ所の都市公園が存在する。その中
で大きな３つの公園だけで 68.6ha あり、これは全公
園の面積の約 35% を占めている。またその内の２つ
の公園（アンデルセン公園・船橋市運動公園）は密集
した住宅街から離れた場所に位置している。そのため
日常的に利用されているとは言いがたい。
以上のことから船橋市の課題をまとめると以下のよう
になる。
・宅地開発によるまちの個性の消失
・南北軸の消失
・農地の無秩序な宅地化
・都市公園整備率の低さ
・南側への人口集中
４. 敷地 / プログラム
　対象敷地は現在船橋地方卸売市場がある場所とす
る。 この場所は南側の低地と北側の台地の境目にな
る。都市計画的視点から見ても敷地周辺は商業地域や
第一種住居地域などが混じり合い、さらに都市計画区
域外もある。
　 現 在 こ の 場 所 に は 船 橋 市 地 方 卸 売 市 場 が あ る が、
1967 年に完成し時間が経っていることから施設が老
朽化している。また様々な問題を抱えているために市
場としての機能が低下している。このことからプログ
ラムに「市場」を内包する。またプログラムとして「都
市公園」も同時に計画する。元々船橋の卸売市場は船
橋駅前にあり、 まちの骨格を担っていたと考えられ
る。現在は駅からはそれほど離れていないが敷地周辺
のほどんとがコンクリートの壁に囲まれ、閉ざされた
状態となっている。閉ざされたことでまちとの関係性
を失い、かつてまちとしての個性をつくりだしていた
市場とは違う空間となっている。また、市場は主に稼
働している時間が一般の人たちとは異なり、深夜から
早朝にかけて活動が行われている。こうした時間のず
れもまちとの関係性を失うこととなった要因のひとつ
である。
　今回の設計において現在閉ざされている市場をまち
に開放し開かれた市場としていく。まちとの関係性を
持った「開かれた市場」へと変化させることでまちの
10 ㎡ 6.6 ㎡ 3.17 ㎡
667 公園
3 公園
２の都市である。 面積は約 86km²。 東京湾の最奥部
に位置している。人口は約 62 万人。これは全国の政
令指定都市を除く市区町村の中で最多である。現在も
人口増加が続いていて 2035 年には 67 万人に達する
と予測されている。人口の増加に伴い大型集合住宅が
建設され、無個性なまちへとなりつつある。戦後から
の開発では既存市街地の拡大を主に進め、船橋に元々
あった漁業や、沿岸レジャーを大切にしながら開発が
行われた。現在は東京のベッドタウンとしての特色が
強まり、かつてあった漁業や休息地としての都市像が
薄れてきている。市内の地形は下総台地と呼ばれる台
地と埋立地を含む低地部分によって構成されている。
下総台地は市内の北側に広がり、低地は東京湾に繋が
るように広がっている。
　土地利用としても台地と低地に違いがある。台地部
分は現在も農地があり、農業が営まれている。一方南
側の低地は商業地域として利用されている面が大き
い。
　
船橋市は室町時代から海老川の河口の湊として交通の
要衝となり発展していった。その河口は夏見干潟と呼
ばれ現在は船橋市地方卸売市場のある場所であったと
されている。
　江戸時代には３つの街道（御成街道・佐倉街道（成
田街道）・房総往還）の結節点として栄えた。さらに
成田山信仰が盛んになると成田山への参拝客の休憩地
として一層発展した。
　戦時中には東京から近いことで軍需工業が移転して
きて海沿いには工場が建設された。戦後は戦災から免
れ、また物資の集散地であったために、闇市が隆盛を
極め、「日本の上海」と呼ばれたこともある。
　鉄道敷設後の船橋は、現在の船橋駅を中心として発
展しており、 船橋駅周辺に百貨店等の商業施設が集
積し、 その周りを住宅地が放射状に囲うような構造
になっている。 もともと船橋では東西軸の本町通り
と、南北軸である駅前及び海老川が人や船の流れを生
み、それによって面的な拡がりが機能していた。現在
では、駅前通りの先の海水浴場が工場や倉庫群に変わ
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個性をつくるような拠点として機能することを目指
す。卸売市場をまちに開きながら計画することが船橋
市における都市計画的な「鍼」として機能すると考え
る。さらに地理的要因・土地利用の異なる南北の境目
であるこの場所において計画をすることがまちの軸を
つくり出し、より一層「鍼」としての機能をもたらす
と考えられる。
５. 設計
　・ゾーニング
現在の船橋市地方卸売市場は増築によってゾーニング
に無理がある。そこでまず市場としてのゾーニングを
整理する。市場と同時に計画する公園は一般の人が自
由に散策できるように回遊性を持たせて計画する。ま
た公園としての広場として 3 種類の広場を周辺環境
や市場との関係性からゾーニングする。
・全体構成
　現在の船橋市地方卸売市場を象徴しているものは１
枚の大屋根である。その大屋根を継承しながら新たな
市場像をつくる。小さな屋根で大きな屋根を構成する
ことで周辺と調和を図る。また、熱や風の抜けに対し
て効果をもたらす。
・市場の開放
　現在物理的にも機能的にも閉ざされた市場を地域に
開放し地域施設として還元していく。まちとの関係性
を失った市場をまちと関わるように計画することで新
しい都市のパブリックスペースをつくり出す。
市場のゾーニング
市場としての機能性を高めるために
ものの流れを線形になるようにゾーニングしていく
市場と都市公園の動線
市場は線形に、都市公園の動線は
周囲から自由に人が出入りできるように回遊性をつくり出す
広場の性格
都市公園の機能としての広場を敷地内にゾーニングする
それぞれの広場は「賑わいの広場」「活気の広場」
「静寂の広場」の３つを市場や周辺の環境と呼応するように計画する
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屋根の重なり
屋根やスラブが重なり合うことで、市場における温度を下げ、風の抜けをつくり出す
また重なり合うことで都市公園の中でも多様な空間を生み出す
かたちの継承／周辺との応答
現在の船橋市地方卸売市場を象徴しているものは大屋根である。その大屋根のかたちを
継承しながら、また小さな屋根で大きな屋根を構成する。
屋根を細かく分節することで周辺と調和していく
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